

















































これまで当該現象にめぐる言語内的要因については､ (a)引用動詞でも ｢言 う｣と






(1)なんでっLやろか- ¢ いいよったら [HF2001196-33-12]】)
(2)□□は いらん ¢ ゆ-ねん [HA200卜74A148-19]
(3)代表者に しよ- 4' おもったら できひんのや [HA2001-74A-32-09]
(4)うまいこと つないだ ¢ おもわ-ん [HF2001-96-16-31]
また､この際､例(5)(6)などのように埋め込み文末の音が長音化したり､例(7)(8)のよ
うに引用動詞がり音便化したりする｡
(5)屋根が 傷む- 4' ゆ-て いつも ことわりよった [HD200卜97-06-16〕
(6)あんまり き-つけて 見て-んし- 4' ゆ-て [HE2001-96-12-35]
(7)パンク (I) ゆ-たら 見にいかなあかんし- [HB2001-74A-14-26]
(8)できるだけ 勉強するさかい ゆ-て [HA2001-74A-19-15]


































(ll)で- らっきや らっきゃ め いわれたら らっきょかな おも-て
lHF2001-96-33-12]
(12)そんな 無茶 すんな- ¢ ゆ-て おこっと-けど [HF2001-96-01-32]
なお､話し言葉おいて､例(13)(14)のように接続助詞が後節を伴わずに生起する形




(13) 目には ええ d) ゆ-けど







(15)お金が 出るんか 4' ゆ-のは 問題や [HA2001-74A-18-03]
(16)で ⊂□ ¢ ゆ-のは □□って書いてあったわ [HF2001-96-08-09]
(b-2)同格を表す場合
例(17)(18)のように連体節を取る場合である｡
(17)結局 □□ '1 ゆ一人はな [HA2001-74B-00-26]
(18)あっ二に あげて やったら ¢ ゆ一 案が 出て [HA2001-74A-37-23]
2.3.ゼロマーク化に関わる言語外的要因の概観
次に､言語外的要因に着目した研究についてまとめると､(a)年齢差に着目した岸江
(1992)と(b)場面差に着目した前田 (1977)､岸江 (1992)高永 (1986)に大別できる｡
(a)年齢差
岸江 (前掲)は ｢田中という人｣という調査文を用いた通信調査を行った結果､老
年層では ｢～ユー､～チュ- ｣が多用されるが､若年層では､ ｢ツテユー｣ ｢ト
ユー｣が使用されると指摘している｡ゼロマーク化は老年層では観察されるものの､
若年層では見られなくなることがこの結果から窺える｡
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(b)場面差




















出身池≡≦i 関西 中国 .四国 九州 .沖縄 関東 中部 合 計
informant 神戸市 地方 地方 地方 地方 地方
人数 84 59 17 12 8∃5185












中年層 3 3 3






























話者 ∃ 出身地】 年齢 喜話し相手 録音時間
西鍾 兵庫県内出身者 中年層 GA 神戸市 51 GC 60分
GB 神戸市 50 GF 60分
GC 加古川市 44 GA 60分
若年層 GDE 喜 西神NT⊆ 2419T 完 EとDGF 了 20分 喜.6崇 ×2)
ユータ GF l 酋仲＼丁 25 ≦ GE､GB 120分 (60分×2)
烏 芸】 中年層 TA 宮崎県 46 】 TB､TC 120分 (60分×2)
ウン TB 愛知県 ≧49 TA 60分
TC 長崎県 46 TA 60分
若年層 TD ∃ 西神N′r 19 TE 60分E 20 TD､TF 120分 (60分×2)
TF 酋神NT ∈19 TE 60分
檀 老年層 HA 櫨谷町 ∃74 HB､HC 90分
HB 櫨谷町 68 HA､HC 90分
= . 櫨谷町 60 HA､HB 90分
ト 竺 -- - 一若年層 川 ) 喜 櫨谷町 40 HE､HF 90分
令町 HEtip 】 櫨谷町 ｣ 389 鳥 ≡こ :IEF ∃ 9.0芸
= 櫨谷町 14 HH､HⅠ 120分






















統語条件 ゼロ形(o/O) 実数 x 2 df 有意性
動詞型引用表現 文末 85.7 54/63
従属節末 92.5 49/53
名詞型引用表現 提題 75.9 22/29
同格 82.7 67/81
i.313 1 p.(0.252


































動詞型引用表現 従属節末 > 文末 なし
名詞型引用表現 同格 > 提題 なし
全体 動詞型引用表現 > 名詞型引用表現 なし





















































































全体 動詞型引用表現 動詞型引用表現* 動詞型引用表現
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表11 西神ニュータウン居住者におけるゼロマーク化に関わる言語内的条件の比較





















全体 動詞型引用表現 動詞型引用表現* 動詞型引用表現**





























































































































櫨谷申年 櫨谷若年 NT兵庫中年 NT兵庫若年 NT他申年 NT他若年


























































櫨谷老年 櫨谷中年 櫨谷若年 NT兵庫中年 NT兵庫若年 NT他中年 NT他若年
図¢ユーノハ E]ツテユーノハ ロトユーノハ 囚ツテ 税チューノハ
表16は ｢提題｣における引用形式の使用についてまとめたものである｡表16から､櫨谷
町居住者の間では､ ｢¢ユーノハ｣から｢ッテ｣に置き換わっていることが見てとれる｡







表す場合においても､動詞型引用形式における ｢『ト』+ 『いう』｣の｢ト｣が ｢ッテ｣に
置き換わった形式として使用されていることがわかる()表15から､文末においても西神












早く起きることは指摘されている (Trudgill 1988)｡西神ニュータウンにおいて､ ｢ツ
テ｣の多用される様子は､このような急激な言語変容を示しているように思われる｡
表17 櫨谷町と西神ニュータウンで ｢同格｣に使用される ｢ッテ｣の使用率
?????????????
▲9〒 _ _ _- - 4 96

































(b) ゼロ形以外で使用される引用形式には ｢チュ- ｣や ｢ツー｣などの形式もあるが､
｢ッテ｣が多用されていることが特徴的である｡ ｢ツテ｣が多用されるようになった


















2) 空範噂原理 (ECP:f三両)tyCategoryPrinciple)とは､論理形式 (LogicalForm)における空















キーンズ(Kerswi日 andWilljams1992,2000)やニュージ -ーラン ド英語 (TrudgiU,etal.
2000)などで示されている｡
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